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  （百万円未満切捨て）
１．2020年３月期の連結業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 42,443 － 3,742 － 3,933 － 2,818 － 
2019年３月期 50,580 － 5,827 － 5,851 － 4,289 － 

 
（注）包括利益 2020年３月期 2,199 百万円 （－％）  2019年３月期 3,528 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2020年３月期 123.26 － 6.6 6.9 8.8 
2019年３月期 187.65 － 10.5 10.5 11.5 

 
（参考）持分法投資損益 2020年３月期 － 百万円   2019年３月期 － 百万円 

 
（注）在外連結子会社の決算期変更に伴い、前期は15か月の変則決算となります。このため対前期増減率については 
    記載を省略しております。 
    なお、前期の在外連結子会社の決算期が12か月間であった場合の連結経営成績は、次のとおりとなります。 

 
（参考）前期の在外連結子会社の決算期が12か月の連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 42,443 △9.8 3,742 △31.6 3,933 △28.4 2,818 △30.1 
2019年３月期 47,060 6.8 5,470 18.8 5,493 15.7 4,030 21.8 
（注）包括利益       2020年３月期  2,199百万円（△31.3％） 2019年３月期   3,202百万円（△17.9％） 

  
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 57,461 42,731 74.4 1,868.77 
2019年３月期 57,359 42,088 73.4 1,841.30 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 42,731 百万円   2019年３月期 42,088 百万円 

 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2020年３月期 4,870 △1,942 △931 16,779 
2019年３月期 3,017 △562 △1,399 14,929 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2019年３月期 － 22.00 － 46.00 68.00 1,567 36.2 3.8 
2020年３月期 － 22.00 － 46.00 68.00 1,567 55.2 3.7 
2021年３月期
（予想） － － － － －   －  

（注）2021年３月期の配当につきましては「未定」といたします。 
 

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 
2021年３月期の連結業績予想については、新型コロナウイルス感染症拡大により、その影響を現時点で合理的に算定
することは非常に困難であるため、「未定」といたします。 
今後、連結業績予想の算定が可能となった時点で速やかに開示いたします。 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 
 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期 23,781,394 株 2019年３月期 23,781,394 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期 915,230 株 2019年３月期 923,367 株 

③  期中平均株式数 2020年３月期 22,864,168 株 2019年３月期 22,858,101 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
2020年３月期の個別業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年３月期 29,841 △9.7 2,580 △32.0 2,954 △29.8 2,168 △31.2 
2019年３月期 33,063 2.7 3,794 5.3 4,210 7.4 3,152 9.9 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2020年３月期 94.83 － 
2019年３月期 137.91 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2020年３月期 48,250 38,576 79.9 1,687.04 
2019年３月期 48,717 38,150 78.3 1,669.02 

 
（参考）自己資本 2020年３月期 38,576 百万円   2019年３月期 38,150 百万円 

 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想・配当等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的と判断
する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく変動する可能性があります。業績予想の前
提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.５「今後の見通し」をご覧く
ださい。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①当期の経営成績

当期のわが国経済につきましては、米中貿易摩擦による世界景気の悪化により製造業を中心に減速基調が継続す

るとともに、新型コロナウイルス感染症の拡大により、期末にかけて世界経済の先行き不透明感が強まる状況となり

ました。 

当社の主要顧客におきましては、半導体関連の投資は堅調に推移いたしましたが、その他業種では投資に慎重な

姿勢が継続し、投資の先送りや見直しの動きが見られました。 

このような状況の中、当社は自動車やIoT関連市場をターゲットとした環境試験器のカスタマイズ対応力の強化や

エナジーデバイス装置の販売拡大に取り組むとともに、欧州・ASEANを重点拡大地域と位置付け、海外市場での売上

拡大に取り組んでまいりました。 

こうした結果、当期の経営成績につきましては、受注高は43,571百万円、売上高は42,443百万円となりました。

利益面につきましては、売上高の減少および原価率の悪化により営業利益は3,742百万円、親会社株主に帰属する当

期純利益は2,818百万円となりました。 

 

※前期は、在外連結子会社の決算対象期間が15か月（2018年１月～2019年３月）となる変則決算となっております。 

 そのため、当期においては業績に関する対前期増減率の記載を省略しております。 

 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 50,698 43,571 －

売上高 50,580 42,443 －

営業利益 5,827 3,742 －

経常利益 5,851 3,933 －

親会社株主に帰属する当期

純利益
4,289 2,818 －

 

 なお、前期の在外連結子会社の決算対象期間が従来どおり12か月であった場合の対前期増減率は以下のとおりとな

ります。 

（参考） 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 48,008 43,571 △9.2 

売上高 47,060 42,443 △9.8 

営業利益 5,470 3,742 △31.6 

経常利益 5,493 3,933 △28.4 

親会社株主に帰属する当期

純利益
4,030 2,818 △30.1 
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②セグメント別の業績 

 当期のセグメント別業績

 

 
受注高

百万円

売上高

百万円

営業利益

百万円 

装置事業 34,682 34,361 3,041

サービス事業 6,378 6,459 646

その他事業 2,715 1,831 49

連結消去 △203 △208 4

計 43,571 42,443 3,742

 

＜装置事業＞ 

 環境試験器につきましては、国内市場では、汎用性の高い標準製品の受注が下期にかけて減少するとともにカスタ

ム製品も大型案件が減少いたしました。海外市場ではすべてのエリアで前期を下回り、特に中国、韓国、台湾が低調

に推移いたしました。 

 エナジーデバイス装置につきましては、中国市場の低迷により二次電池評価装置の受注が想定を下回るとともに、

燃料電池評価装置も顧客の投資計画の見直しにより減少いたしました。売上高につきましては主に燃料電池評価装置

により前期と同水準となりました。 

 半導体関連装置につきましては、フラッシュメモリおよび自動車向けのバーンインシステム・チャンバーが堅調に

推移し、受注高・売上高ともに増加いたしました。 

 こうした結果、装置事業全体では、受注高は34,682百万円、売上高は34,361百万円となりました。営業利益につき

ましては売上高の減少および原価率の悪化により3,041百万円となりました。 

 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 42,587 34,682 －

売上高 42,638 34,361 －

営業利益 5,193 3,041 －

 

※前期の在外連結子会社の決算対象期間が12か月であった場合の対前期増減率は以下のとおりとなります。

（参考） 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 39,979 34,682 △13.3

売上高 39,236 34,361 △12.4

営業利益 4,908 3,041 △38.0
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＜サービス事業＞ 

アフターサービス・エンジニアリングにつきましては、アフターサービスが堅調に推移し、受注高・売上高とも

に前期並みとなりました。 

受託試験・レンタルにつきましては、受注高・売上高ともに前期並みとなりました。 

こうした結果、サービス事業全体では受注高は6,378百万円、売上高は6,459百万円となりました。営業利益につ

きましては原価率の改善により646百万円となりました。 

 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 6,614 6,378 －

売上高 6,613 6,459 －

営業利益 620 646 －

 

※前期の在外連結子会社の決算対象期間が12か月であった場合の対前期増減率は以下のとおりとなります。

（参考） 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 6,524 6,378 △2.2

売上高 6,486 6,459 △0.4

営業利益 548 646 17.9

 

＜その他事業＞ 

 環境保全事業および植物工場事業を中心とするその他事業では、当第２四半期に植物工場の大型案件を受注すると

ともに水辺づくりも好調に推移いたしました。受注高は2,715百万円、売上高は1,831百万円となり、営業利益につき

ましては売上高の増加により49百万円となりました。 

 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 1,706 2,715 －

売上高 1,541 1,831 －

営業利益 9 49 －

 

※前期の在外連結子会社の決算対象期間が12か月であった場合の対前期増減率は以下のとおりとなります。

（参考） 

 
前期（2019年３月期）

百万円
当期（2020年３月期）

百万円
増減率（％）

受注高 1,706 2,715 59.1

売上高 1,541 1,831 18.8

営業利益 9 49 428.7
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（２）当期の財政状態の概況 

 当連結会計年度末における総資産は57,461百万円となり、前連結会計年度末と比べ101百万円の増加となりまし

た。これは主に、売上債権（受取手形及び売掛金ならびに電子記録債権）の回収による減少3,733百万円、設備投資

による有形固定資産の増加1,668百万円、現金及び預金の増加1,349百万円、有価証券の増加500百万円、仕掛品など

のたな卸資産の増加222百万円によるものであります。

 負債は14,729百万円で前連結会計年度末と比べ541百万円の減少となりました。これは主に、仕入債務（支払手形

及び買掛金ならびに電子記録債務）の支払いによる減少989百万円、子会社による長・短借入金の増加672百万円によ

るものであります。

 純資産は42,731百万円で前連結会計年度末と比べ643百万円の増加となりました。これは主に、当連結会計年度に

おいて親会社に帰属する当期純利益が2,818百万円計上された一方、配当金として1,567百万円が利益処分されたこと

により、利益剰余金が1,244百万円増加したことによるものであります。

 これらの結果、自己資本比率は74.4％と前連結会計年度末と比べ1.0ポイントの増加となりました。

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フローに

よる資金の増加4,870百万円、投資活動によるキャッシュ・フローによる資金の減少1,942百万円、財務活動によるキ

ャッシュ・フローによる資金の減少931百万円などにより、前連結会計年度末に比べ1,850百万円増加し、当連結会計

年度末には16,779百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は4,870百万円（前年同期は、3,017百万円の資金の収入）となりました。これは主に

税金等調整前当期純利益3,920百万円の計上による資金の収入、売上債権の減少による資金の増加3,381百万円、法人

税等の支払額1,490百万円による資金の支出によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は1,942百万円（前年同期は、562百万円の資金の支出）となりました。これは主に有

形及び無形資産の取得による資金の支出が1,765百万円となったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は931百万円（前年同期は、1,399百万円の資金の支出）となりました。これは主に配

当金の支払額が1,562百万円、長・短借入れによる資金の収入等706百万円などによるものであります。 

 

（４）今後の見通し

新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大により、消費や企業の経済活動が停滞し、設備投資動向にも影響する

ことが予想されます。しかしながら現時点では、当社業績への影響を精査中であり業績予想の合理的な算定が困難で

あることから、2020年度（2021年３月期）の業績予想を未定といたします。今後、業績予想の算定が可能になった時

点で速やかに開示いたします。

 

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

  当社は、株主のみなさまへの利益還元を経営の重要課題の一つと認識するとともに、永続的な企業価値の向上が株

主価値向上の基本であると考えております。配当につきましては、継続性と連結配当性向を勘案して決定しておりま

すが、期末の配当金を１株当たり46円とさせていただく予定であります。中間配当金として１株当たり22円をお支払

いしておりますので、年間の配当金は１株当たり68円となります。 

 また、次期の年間配当金につきましては、現時点では未定とさせていただき、合理的な予想の開示が可能となった

時点で速やかに公表いたします。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 2021年３月期第１四半期決算からのIFRS（国際財務報告基準）適用を予定しておりましたが、2020年4月27日公表

の「IFRSの任意適用の見送りに関するお知らせ」のとおり、IFRSの任意適用を見送ることといたしました。

なお、引き続き日本基準で連結財務諸表を作成する方針ですが、国内の同業他社のIFRSの適用動向や外国人株主比率

の推移等を踏まえ、IFRSの適用について検討を進めていく方針であります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,028 13,378 

受取手形及び売掛金 18,644 14,808 

電子記録債権 2,493 2,595 

有価証券 2,901 3,402 

商品及び製品 1,054 1,172 

仕掛品 1,674 1,768 

原材料及び貯蔵品 2,129 2,140 

その他 2,070 2,197 

貸倒引当金 △93 △35 

流動資産合計 42,905 41,428 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 10,498 10,661 

減価償却累計額 △6,993 △7,151 

建物及び構築物（純額） 3,505 3,509 

機械装置及び運搬具 2,478 2,575 

減価償却累計額 △1,638 △1,731 

機械装置及び運搬具（純額） 840 843 

工具、器具及び備品 4,534 4,858 

減価償却累計額 △3,503 △3,659 

工具、器具及び備品（純額） 1,031 1,199 

土地 4,446 4,443 

リース資産 140 169 

減価償却累計額 △46 △87 

リース資産（純額） 94 82 

建設仮勘定 46 1,552 

有形固定資産合計 9,963 11,631 

無形固定資産    

のれん 455 382 

その他 283 314 

無形固定資産合計 739 696 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,913 2,916 

退職給付に係る資産 189 163 

繰延税金資産 134 124 

その他 554 533 

貸倒引当金 △40 △33 

投資その他の資産合計 3,751 3,704 

固定資産合計 14,454 16,032 

資産合計 57,359 57,461 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当連結会計年度 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,164 2,651 

電子記録債務 4,597 4,120 

短期借入金 － 230 

1年内返済予定の長期借入金 － 73 

未払法人税等 815 311 

賞与引当金 406 400 

役員賞与引当金 13 17 

役員株式給付引当金 18 － 

製品保証引当金 255 212 

受注損失引当金 0 2 

その他 4,412 4,755 

流動負債合計 13,685 12,775 

固定負債    

長期借入金 － 368 

繰延税金負債 190 180 

退職給付に係る負債 63 56 

役員株式給付引当金 53 79 

役員退職慰労引当金 4 4 

資産除去債務 14 14 

再評価に係る繰延税金負債 534 534 

その他 723 715 

固定負債合計 1,585 1,953 

負債合計 15,270 14,729 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,895 6,895 

資本剰余金 7,120 7,120 

利益剰余金 29,080 30,325 

自己株式 △1,198 △1,180 

株主資本合計 41,898 43,160 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,123 930 

土地再評価差額金 △662 △662 

為替換算調整勘定 △155 △535 

退職給付に係る調整累計額 △115 △161 

その他の包括利益累計額合計 190 △428 

純資産合計 42,088 42,731 

負債純資産合計 57,359 57,461 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 50,580 42,443 

売上原価 32,417 27,724 

売上総利益 18,163 14,719 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 3,873 3,429 

研究開発費 1,290 1,169 

賞与引当金繰入額 119 121 

製品保証引当金繰入額 196 150 

役員株式給付引当金繰入額 66 28 

支払手数料 1,593 1,377 

役員賞与引当金繰入額 13 17 

のれん償却額 64 63 

その他 5,117 4,619 

販売費及び一般管理費合計 12,335 10,976 

営業利益 5,827 3,742 

営業外収益    

受取利息 20 22 

受取配当金 100 153 

補助金収入 43 36 

貸倒引当金戻入額 － 44 

その他 61 47 

営業外収益合計 226 304 

営業外費用    

支払利息 0 10 

貸倒引当金繰入額 － 0 

為替差損 185 84 

支払手数料 9 9 

その他 7 8 

営業外費用合計 203 113 

経常利益 5,851 3,933 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

投資有価証券売却益 0 － 

特別利益合計 1 － 

特別損失    

固定資産除却損 13 10 

固定資産売却損 0 2 

特別損失合計 14 13 

税金等調整前当期純利益 5,838 3,920 

法人税、住民税及び事業税 1,499 1,016 

法人税等調整額 50 85 

法人税等合計 1,549 1,102 

当期純利益 4,289 2,818 

親会社株主に帰属する当期純利益 4,289 2,818 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

当期純利益 4,289 2,818 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △492 △192 

為替換算調整勘定 △286 △379 

退職給付に係る調整額 17 △46 

その他の包括利益合計 △760 △619 

包括利益 3,528 2,199 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 3,528 2,199 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2018年４月１日 至 2019年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,895 6,914 26,174 △992 38,992 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,375   △1,375 

親会社株主に帰属する当期
純利益     4,289   4,289 

自己株式の取得       △412 △412 

自己株式の処分   205   206 411 

その他     △7   △7 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － 205 2,906 △205 2,905 

当期末残高 6,895 7,120 29,080 △1,198 41,898 

 

             

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券
評価差額金 

土地再評価差額
金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 1,615 △662 131 △133 951 39,943 

当期変動額            

剰余金の配当           △1,375 

親会社株主に帰属する当期
純利益           4,289 

自己株式の取得           △412 

自己株式の処分           411 

その他           △7 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△492 － △286 17 △760 △760 

当期変動額合計 △492 － △286 17 △760 2,144 

当期末残高 1,123 △662 △155 △115 190 42,088 
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当連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,895 7,120 29,080 △1,198 41,898 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,567   △1,567 

親会社株主に帰属する当期
純利益     2,818   2,818 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分       18 18 

その他     △6   △6 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 1,244 17 1,262 

当期末残高 6,895 7,120 30,325 △1,180 43,160 

 

             

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券
評価差額金 

土地再評価差額
金 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 1,123 △662 △155 △115 190 42,088 

当期変動額            

剰余金の配当           △1,567 

親会社株主に帰属する当期
純利益           2,818 

自己株式の取得           △0 

自己株式の処分           18 

その他           △6 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △192 － △379 △46 △619 △619 

当期変動額合計 △192 － △379 △46 △619 643 

当期末残高 930 △662 △535 △161 △428 42,731 

 

- 11 -

エスペック株式会社(6859) 2020年３月期 決算短信



（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 5,838 3,920 

減価償却費 906 912 

のれん償却額 64 63 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26 △50 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 0 3 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8 － 

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 72 24 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5 △5 

受取利息及び受取配当金 △121 △175 

支払利息 0 10 

売上債権の増減額（△は増加） △2,331 3,381 

たな卸資産の増減額（△は増加） △902 △645 

仕入債務の増減額（△は減少） 827 △778 

その他 98 △489 

小計 4,476 6,172 

利息及び配当金の受取額 98 197 

利息の支払額 △0 △8 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,557 △1,490 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,017 4,870 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の純増減額（△は増加） 16 － 

信託受益権の純増減額（△は増加） 74 101 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △558 △1,765 

有形及び無形固定資産の売却による収入 2 1 

投資有価証券の取得による支出 － △280 

投資有価証券の売却及び償還による収入 0 0 

貸付けによる支出 － △0 

貸付金の回収による収入 0 0 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △98 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △562 △1,942 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △1,372 △1,562 

短期借入金の純増減額（△は減少） － 234 

長期借入れによる収入 － 471 

長期借入金の返済による支出 － △30 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

自己株式の処分による収入 － 0 

その他 △26 △44 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,399 △931 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △89 △146 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 965 1,850 

現金及び現金同等物の期首残高 13,963 14,929 

現金及び現金同等物の期末残高 14,929 16,779 

 

- 12 -

エスペック株式会社(6859) 2020年３月期 決算短信



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１.連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数 10社

主要な連結子会社の名称

ESPEC NORTH AMERICA,INC.

(2）主要な非連結子会社の名称等 

ESPEC EUROPE GmbH

（連結の範囲から除いた理由）

 非連結子会社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）およ

び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためでありま

す。

２．持分法の適用に関する事項 

(1）持分法適用の非連結子会社数 なし 

(2）持分法適用の関連会社数   なし

(3）持分法を適用していない非連結子会社（ESPEC EUROPE GmbH他）は、当期純損益および利益剰余金等に及ぼす

影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、上海愛斯佩克環境設備有限公司、愛斯佩克環境儀器（上海）有限公司、愛斯佩克測試科技

（上海）有限公司、愛斯佩克試験儀器（広東）有限公司、ESPEC (CHINA) LIMITEDの決算日は12月31日でありま

す。これらの会社については、連結決算日である３月31日に仮決算を行い連結しております。 

また、前連結会計年度より連結子会社のESPEC NORTH AMERICA,INC.、ESPEC KOREA CORP.は決算日を12月31日から

３月31日に変更しております。 

４．会計方針に関する事項 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

 その他有価証券のうち、時価のあるものは、決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定。）、時価のないものは、移動平均法による原価法

によっております。

ロ デリバティブ

 時価法によっております。

ハ たな卸資産

 仕掛品は主として個別法による、その他のたな卸資産は主として総平均法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産（リース資産を除く）

 定額法を採用しております。

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

 建物 15年～50年

ロ 無形固定資産（リース資産を除く）

 定額法を採用しております。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

 自社利用のソフトウエア ５年

ハ リース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3）重要な引当金の計上基準 

イ 貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ 賞与引当金

 従業員への賞与の支払いに備えるため、支給見込額基準により計上しております。

ハ 役員賞与引当金

 役員に対する賞与の支給に備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上しております。
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ニ 製品保証引当金 

 製品の保証期間に係る無償のアフターサービス費用の支出に備えるため、売上高に対する保証費用の発生経

験率に基づき計上しております。

ホ 受注損失引当金 

 受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末において将来の損失が見込まれ、かつ、当該損

失額を合理的に見積もることが可能なものについて、翌連結会計年度以降の損失見込額を受注損失引当金とし

て計上しております。 

ヘ 役員退職慰労引当金

 国内連結子会社は、取締役会において役員退職慰労金制度の廃止を決議しておりますが、現任役員の役員退

職慰労金制度廃止日までの就任期間に対応する金額を引当計上しております。

ト 役員株式給付引当金 

 役員への当社株式等の交付に備えて、当連結会計年度における株式給付債務の見込み額に基づき計上してお

ります。 

(追加情報） 

（業績連動型株式報酬制度） 

 当社は、2018年８月より当社の取締役（社外取締役を除く）および執行役員（以下、社外取締役を除く取

締役および取締役を兼務しない執行役員を総称して「取締役等」という）を対象に、業績連動型株式報酬制

度（以下「本制度」という）を導入しております。 

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下「本信託」という）を通じて取得され、

取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規定に従って、当社株式および当社株式を時価で換算した金

額相当の金銭（以下「当社株式等」という）が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度でありま

す。 

本制度に関する会計処理につきましては、本信託の資産および負債ならびに損益を連結財務諸表に含めて計

上する総額法を適用しております。また、役員株式給付規定に基づく取締役等への当社株式等の給付に備え

るため、当連結会計年度末における株式給付債務の見込額に基づき役員株式給付引当金を計上しておりま

す。自己株式の帳簿価額および株式数は次のとおりであります。 

                         前連結会計年度        当連結会計年度 

                         (2019年３月31日)       (2020年３月31日） 

自己株式の帳簿価額                  1,198百万円         1,180百万円 

 うち当社所有自己株式の帳簿価額             786百万円           786百万円 

 うち本信託所有自己株式の帳簿価額            411百万円           393百万円 

自己株式数                        923,367株           915,230株 

 うち当社所有自己株式数                 731,167株           731,430株 

 うち本信託所有自己株式数                192,200株           183,800株 

 

(4）退職給付に係る会計処理の方法 

イ 退職給付見込額の期間帰属方法

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

ロ 数理計算上の差異の費用処理方法

 数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（10年）による定率法により按分した額を発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

(5）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

 外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社等の資産および負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益および費用は、

期中平均相場により換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

(6）のれんの償却方法及び償却期間

 のれんの償却については、20年以内の効果の及ぶ期間にわたり均等償却しております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 手許現金、要求払い預金の他、取得日から３ヶ月以内に満期日又は償還期限の到来する、容易に換金可能であ

り、かつ、価格変動について僅少なリスクしか負わない短期投資からなっております。

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

 消費税等の会計処理

 消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、事業形態別のセグメントから構成されており、「装置事業」、「サービス事業」および「その他

事業」の３つを報告セグメントとしております。

 「装置事業」は、環境試験器、エナジーデバイス装置、半導体関連装置を提供しております。「サービス

事業」は、アフターサービス・エンジニアリング、受託試験・レンタルを行っております。「その他事業」

は、環境保全、植物育成装置の提供を行っております。

 

（連結子会社の決算日の変更） 

 前連結会計年度において決算期の変更を行った在外連結子会社につきましては、2018年１月１日から2019

年３月31日までの15か月間を連結しております。 

 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」と同一であります。セグメント間の内部収益および振替高は市場価格等に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

連結 
財務諸表 
計上額 

（注）２   装置事業 
サービス
事業 

その他事業 

売上高            

外部顧客への売上高 42,611 6,435 1,533 50,580 － 50,580 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

27 177 7 212 △212 － 

計 42,638 6,613 1,541 50,793 △212 50,580 

セグメント利益 5,193 620 9 5,823 4 5,827 

セグメント資産 34,280 6,511 1,158 41,951 15,407 57,359 

その他の項目            

減価償却費 611 279 6 897 － 897 

のれんの償却額 64 － － 64 － 64 

有形固定資産および無形固定
資産の増加額 

652 489 3 1,144 52 1,197 

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

(1) 売上高の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

(2) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

(3) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去等および全社資産であります。全社資産

15,527百万円の主なものは、親会社での余資運用資金（現金及び預金ならびに有価証券

等）、長期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産等であります。 

(4) 減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

(5) 有形固定資産および無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去等および全社

資産であります。 

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

- 15 -

エスペック株式会社(6859) 2020年３月期 決算短信



当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

連結 
財務諸表 
計上額 

（注）２   装置事業 
サービス
事業 

その他事業 

売上高            

外部顧客への売上高 34,341 6,272 1,829 42,443 － 42,443 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

19 186 1 208 △208 － 

計 34,361 6,459 1,831 42,652 △208 42,443 

セグメント利益 3,041 646 49 3,737 4 3,742 

セグメント資産 31,647 5,676 1,853 39,177 18,283 57,461 

その他の項目            

減価償却費 610 269 12 891 － 891 

のれんの償却額 63 － － 63 － 63 

有形固定資産および無形固定
資産の増加額 

930 495 42 1,468 1,202 2,671 

（注）１．調整額は以下のとおりであります。 

(1) 売上高の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

(2) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

(3) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去等および全社資産であります。全社資産

18,386百万円の主なものは、親会社での余資運用資金（現金及び預金ならびに有価証券

等）、長期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産等であります。 

(4) 減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去等であります。 

(5) 有形固定資産および無形固定資産の増加額の調整額は、セグメント間取引消去等および全社

資産であります。 

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

【関連情報】 

前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：百万円)

  装置事業 サービス事業 その他事業 合計

 外部顧客への売上高 42,611 6,435 1,533 50,580

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

(単位：百万円)

日本 米国 中国 その他アジア その他 合計

24,789 5,734 10,701 6,253 3,101 50,580

 

(2）有形固定資産

(単位：百万円)

日本 米国 中国 その他アジア 合計

8,077 1,090 648 146 9,963
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当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：百万円)

  装置事業 サービス事業 その他事業 合計

 外部顧客への売上高 34,341 6,272 1,829 42,443

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

(単位：百万円)

日本 米国 中国 その他アジア その他 合計

23,791 4,291 7,005 4,511 2,844 42,443

 

(2）有形固定資産

(単位：百万円)

日本 米国 中国 その他アジア 合計

9,365 1,480 656 128 11,631

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日）

        （単位：百万円） 

  装置事業 サービス事業 その他事業 全社・消去 合計 

当期償却額 64 － － － 64 

当期末残高 455 － － － 455 

 

当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日）

        （単位：百万円） 

  装置事業 サービス事業 その他事業 全社・消去 合計 

当期償却額 63 － － － 63 

当期末残高 382 － － － 382 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

前連結会計年度（自  2018年４月１日  至  2019年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  2019年４月１日  至  2020年３月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

 
１株当たり純資産額 1,841円30銭

１株当たり当期純利益 187円65銭
 

 
１株当たり純資産額 1,868円77銭

１株当たり当期純利益 123円26銭
 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株 

式が存在しないため、記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株 

式が存在しないため、記載しておりません。

※ 株式給付信託（BBT）によって設定される株式については、連結財務諸表において自己株式として認識しているた

め、前連結会計年度および当連結会計年度の「１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数」は、当該株式数

を控除して算定しております。なお、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、前連結会

計年度192,200株、当連結会計年度183,800株であります。

 

 （注）１株当たり当期純利益算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

１株当たり当期純利益    

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 4,289 2,818

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
4,289 2,818

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,858 22,864

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式

の概要

―――――――― ――――――――

※ 株式給付信託（BBT）によって設定される株式については、連結財務諸表において自己株式として認識しているた

め、前連結会計年度および当連結会計年度の「普通株式の期中平均株式数」は、当該株式数を控除して算定しておりま

す。なお、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前連結会計年度128,133株、

当連結会計年度185,900株であります。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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